[bookmark: _Hlk200357687]《税理士/医師会・歯科医師会用スクリプト》
・受付に「名刺」と「ショック型テキスト資料」提示

（持参資料）
・名刺
・ショック型テキスト資料
・裏付けデータ
・犀北館セミナー広告（？）
・自己紹介シート等
『熱意』
（アポ取りスクリプト）
[bookmark: _Hlk200356471]○○クリニックの○○先生に御社（○○会様）のことをうかがい、本日お電話させていただきました。私、日本開業医支援研究会の○○○○の○○支部の○○○○と申します。
恐れ入りますが、〇〇様はいらっしゃいますか？

[bookmark: _Hlk200356541]※「どういったご要件ですか？」の応酬話法①
はい。ありがとうございます。
医師会（歯科医師会）様の会員様（御社の顧問先）である医師のみなさまに喜んでいただける支援策があり、今日、お電話させていただきました。
前提ですが、何かの売込みではなく、あくまでもご相談という形でお時間をいただきたいのですが、来週で言いますと、午前と午後はどちらのご都合がよろしいでしょうか？

※「その支援策とは？」の応酬話法②
[bookmark: _Hlk200356040]はい。ありがとうございます。簡単に申し上げますと。
国内の開業医の約60%の約10万2千施設がSNS等の低評価口コミに悩まされております。具体的には、★１が若干あるだけで予約率30%減少や、患者数が3分の1になってしまった等の大きな影響を受けている事例が全国で多数、報告されております。
また、今はまだ影響がないと思っている先生もいらっしゃいますが、
今後さらに、患者のスマホ世代に世代交代が進むことにより、Googleレビューの影響は拡大することは間違いないでしょう。
アメリカでは2010年ぐらいから、口コミリスクがクリニック経営にとって、大きな脅威であると認識され、2016年ぐらいからは口コミリスク対策は常識となってきております。
しかしながら、国内にはクリニックの口コミリスク対策専門のサービスは一切ないのが現状です。そうした実態から、日本開業医支援研究会として、国内初で口コミリスクの対策支援サービスの提供を開始させていただきました。
これは、御社に取ってみますと、業界初のサービスなので、会員様への新たな価値の提供につながる内容となっております。

〇〇様、来週のご迷惑でないお日にちで、午前と午後といかがでしょうか？
お時間的には30分程度のご相談となります。	


（訪問時）
御社のメリットは、この口コミリスク対策セミナー「クリニックのための接遇講座」を御社の会員様への“御社の新たな付加価値”として無料で提供させていただきます。可能であればリアル開催をおすすめ致します。
※会場を使用いただく場合は、会場費と資料の印刷準備のご負担をお願い致します。

そして、もう一つ！なぜ、無料なのか？と申しますと。
このプロジェクトは弊社独自で6年かけて完成してプロジェクトとなります。
そして、その全国の会員である認定講師の会費等で細々と運営されておりますので、
このプレセミナーは全国統一で完全無料とさせていただきます。
しかしながら、無料とは言え、全国で好評いただいているため、
私の地元である○○県の開業医のみなさまに提供させて頂きたいと考えております。

そして「このプレセミナーは、すごくよかった！もっと完全に学びたい！」とおっしゃっていただいた先生がいらっしゃる場合は、この無料プレセミナーと同じように、1クリニックあたりの参加者人数無制限で、一生モノのスキルをオンラインで全4回の継続セミナーも別途、準備させていただいております。
費用は１クリニックあたり税別○○○○円での提供させていただいております。
[bookmark: _Hlk200357433]ちなみにですが、全国での開催平均価格は、全4回で20~30万となっておりますが、
この金額は調整可能です。

